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（論 文 内容 の要 旨）

スマー トフォ ンの急速 な浸透 を背景 に，スマー トフォンのセ ンサ デー タを活用

して，最適 な情報 を，ユーザ の注 目を引 きやす い タイ ミングで通知 す る，情報

通知 技術 に関す る需 要が高ま っている． この実現 に は， （1）対象者 の注 目を引

きや す い タイ ミン グを人 の状況 （コンテキス ト） か ら推 定 し， （2）誰 とい るか

を検 出 し最適 な通知 内容 を判定す る必 要 がある． （1）に関 して，従来研 究では，

加速 度 ， ジャイ ロセ ンサ を利 用 し，立っ ，座 る，走 る，歩 くな どの単純 な動作

に対 す るコンテ キス ト推 定が多 くな され てい るが， これ ら単純 な動 作 に紐付 い

た通 知 では， 最適 な通知 内容 を選択す るのが難 しい とい う問題 が あ る． （2）に

関 して ，位 置 情報や移動 情報 を利用 して，最寄 りで評 価 の高い飲食 店 を推薦 し

た り，電 車や バ スの乗 車 に最適 な時刻 をユーザ に知 らせ るサー ビスが提供 され

て い る． これ らの通知 内容 はサー ビス利用者 に とって便利 で ある ものの，同伴

者 を考 慮 した ものは存在 しない。

本研 究 では，情 報通知 タイ ミングに関わ るコンテ キス ト推 定 を可能 にす るため

の基盤 システ ム の実現 を 目指 し，汎用性 を考慮 してスマー トフォ ン単一 で実現

可 能 な方 法 と して ， タ ッチパ ネ ルへ の入 力 （タ ッチ操 作 ）解 析 お よびBLE

（BluetoothLowEnergy） を用いた グループ推定 に関す る手法 を提案す る． タッ

チ操 作か らコンテ キス ト推 定 を可能 にす るた め，タ ッチ操作 挙動 を統計情報 へ

と変換 し，分析 可能 とす るシステムを開発 した．本 システ ムはOSが 出力す る低

水 準 な情報 を逆解 析 し，シ ングル （マル チ） タ ッチ， シン グル （マルチ） ス ワ

イプ ， ピンチイ ン （ア ウ ト）， ローテー トの検 出を可能 にす る．同時に，ス ワイ

プ速度 や タ ッチ 挙動頻度 ，接 地面積，圧力 とい った統計情報 も取得 す る．また

本 システ ム を利用 し， タ ッチ操作か ら得 られ るコ ンテ キス トの一つ で あ る，ス



マー トフォンの操 作形 態 （持 ち方）推定を行 った．Android端 末上 で一般 的 な8

つ の操作形態 を推 定す る，機械 学習 アル ゴリズムを開発 し，16名 の被験者 で評

価 した結果，概 ね90％ の確 率で推 定可能 な事 を確認 した ．

（2） に関 して，BLBに よるグル ープ検 出を可能 にす るた め， スマー トフォ ン

に搭載 されたBLEのRSSI値 を取得す るシステムを開発 した ．開発 システ ム を

利 用 して，BLE伝 播特性モデル を作成 し，実験的 に最適 な しきい値 を決定 した

うえで ， グルー プ検 出可能 かをシナ リオベー スの実験 に よ り確 認 した ところ，

結果 として，正確 に グル ープ検 出が可能 な ことが分か った．
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（論文 審査結果 の要 旨）

近年 、 スマー トフォンユ ーザ に対 し、注 目を引 きやす い タイ ミングで情報 を

通知す る，情報通 知技術 が注 目を集めてい る。本研 究 は、情報 通知 の最適 なタ

イ ミングを スマ ー トフォンの操 作状況 お よび一 緒 にい る同伴者 情報 か ら推 定す

る こ とを 目的 に、 タ ッチパネ ルへ の入 力 （タ ッチ操作 ）情報 の解 析 お よびBLE

（BluetoothLowEnergy） の受信信号 の解析 に よる、新 しいユ ーザ コ ンテ キス

ト推 定手法 を提案 してい る。本研 究の学術 的貢献 は以下 の とお りで ある。

（1）Android端 末 を対象 に、OSが 出力す るRAWデ ー タか らシ ングル／マルチ

タ ッチ、 シ ングル／マル チス ワイプ 、 ピンチイ ン／ ア ウ ト、 ロー テー ト

とい っ たタ ッチ操作 と付 随す る情 報 （指 の移 動速度 な ど） を正確 に出力

す るシステ ムを実現 してい る。

（2）上記 のタ ッチ操作情報 をも とに、ユーザがスマー トフォ ンを どの よ うな

持 ち方 を してい るのかを正確 に推 定す る機械 学習 に基づ い た手 法 を実現

して い る。

（3）スマー トフォンが受信 したBLEのRSSI情 報 か ら、ユ ーザが一人 で行動

して い るのか グルー プで行動 してい るのか を正確 に推 定す る手 法 を実現

して い る。

スマー トフォ ンを用 いた コンテ キス トの推 定手法 に関す る研 究 は多 くな され

て い るが， タ ッチ操作お よびBLEに 着 目した方法 につ いてはあま り例 がな く，

本研 究 は， スマー トフォンユーザの コンテ キス ト推定 な らび に情報通 知 のタイ

ミン グ決 定 に向 けて、大 きな貢献があ ると評価す る．

以 上 よ り、本論 文は、博士 （工学）の学位論 文 として価値 あ るもの と認 める。


